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4・6・154・6・15

東小金井駅東小金井駅

新小金井駅新小金井駅

武蔵小金井駅武蔵小金井駅

N

地域安全課防災消防係☎０４２−３８７−９８０７地域安全課防災消防係☎０４２−３８７−９８０７ 消防団員改選特集

　市内で火災が発生した場合、市民への警
報を目的に、サイレンを鳴らしています。
　また、毎月１日（１月を除く。土曜・日
曜・祝日の場合は、翌日以降の最初の平
日）の午前８時には、広く火災予防を呼び
かけるため、サイレンを鳴らしています。
皆さんのご理解をお願いします。

　

消
防
団
は
地
域
に
根
ざ
し
、
い
つ
発
生

す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
、
昼
夜

を
問
わ
ず
迅
速
に
対
処
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
十
分
な
活
動
を
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
皆
様
と
普
段
か
ら
相
互
理
解

を
深
め
、
連
帯
意
識
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
災
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
消
防
団
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

小
金
井
消
防
署
と
の
連
携
を
深
め
、
平
素

か
ら
訓
練
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
専
門
知

識
の
取
得
や
消
防
技
術
の
向
上
に
努
め
、

全
団
員
一
丸
と
な
っ
て
市
民
の
安
全
・
安

心
の
た
め
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て 
邁 
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
い

　

ま
た
、
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た
本
市
消

防
団
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
時
代
に
即
し

た
変
革
を
進
め
、
地
域
防
災
の
任
に
あ
た

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

体
制
の
消
防
団
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

小
金
井
市
消
防
団
長

田
村　

裕
一

%
%

%
%
%
%
%
%
%

　市では、消防団員を募集しています。
　今回の改選では、１８～５２歳まで幅広い年齢層の方が入団され
ました。職業や年齢の異なる方々が、「自分たちのまちは自分
たちで守る」という共通理念を持ち、消防団員として日々活動
しています。
　災害現場での活動だけでなく、火災予防の啓発や子どもたち

と触れ合う写生会など、活動内容はさまざまです。
　地域の安全・安心を守る活動をしたい方、地域とのつながり
を広げたい方、消防団に興味がある方、ぜひ地域安全課防災消
防係までご連絡ください。
■資格等要件市内在住・在勤・在学で、入団日時点で１８歳以上
の方

消防団の主な年間行事　
行　事と　き

出初式１月
第２日曜日

春の火災予防運動巡行広報３月

規律訓練４月

水防訓練５月

消防ポンプ車操法審査会６月（隔年）

北多摩地区消防大会９月

行　事と　き

上級救命講習１０月

総合防災訓練
秋の火災予防運動巡行広報１１月

通常点検訓練・団員研修会
歳末特別警戒

１２月
２８・２９日

教官派遣訓練年１回

  　

消
防
団
員
の
皆
様
の
献
身
的

な
活
動
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
、
消
防
団
活

動
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の
皆

様
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
消
防
団
員
の
改

選
に
あ
た
り
、
各
地
域
の
推
薦

消
防
団
と
、
消
防
団
を

支
え
る
全
て
の
人
々
に

感
謝
し
ま
す

委
員
の
方
々
に
は
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
２
期
目
を
迎
え
ら
れ
た

田
村
団
長
を
筆
頭
と
し
た
小
金

井
市
消
防
団
の
新
体
制
が
始
動

し
た
こ
と
は
、
誠
に
心
強
い
限

り
で
す
。

　

過
去
の
大
災
害
の
教
訓
か

ら
、
私
達
は
、
自
助
と
共
助
、

支
え
あ
い
と
利
他
の
精
神
が
い

か
に
大
切
で
あ
る
か
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
地
域
の
こ
と
を
良

く
知
る
消
防
団
員
は
、
地
域
に

密
着
し
た
防
災
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

消
防
団
活
動
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

小
金
井
市
長

西
岡　

真
一
郎
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こ
の
春
の
改
選
に
よ
り
、
田

村
団
長
の
も
と
、
新
た
に
小
金

井
市
消
防
団
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
改
選
で
勇
退
さ
れ
た

須
藤
副
団
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

消
防
団
の

新
団
結
成
に
あ
た
っ
て

ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
も
深
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
消
防
団
員
は
全
国
的

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

市
内
各
地
域
の
町
会
や
後
援
会

等
の
方
々
が
消
防
団
の
魅
力
を

発
信
し
、
団
員
の
確
保
に
努
め

て
い
た
だ
き
、
そ
の
取
り
組
み

が
実
を
結
び
新
た
に　

名
が
入

１１

団
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
新
団
員
と
共

に
、
引
き
続
き
活
動
い
た
だ
け

る　

名
の
団
員
に
は
、　

万
市

５４

１２

民
を
代
表
し
ま
し
て
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

小
金
井
市
議
会
議
長鈴

木　

成
夫

本本　

団団

市
民
の
安
全

市
民
の
安
全
・・

安
心
を
守

　
　

安
心
を
守
るる

消
防
団
と
し

消
防
団
と
し
てて

小金井市消防団消防団員改選特集皆皆ささんんのの安安全全はは私私たたちちがが守守りりまますす皆さんの安全は私たちが守りま皆さんの安全は私たちが守りますす

消防サイレンの音に
ご理解を

消防団員になりませんか

副
団
長

　
　

折
笠　

一
寿

副
団
長

　
　

渡
邉　

昌
孝

本
部
分
団
長

　
　

鴨
下　

寛
樹

本
部
分
団
長

　
　

佐
原　

涼
太

担当区域 桜町、貫井北町、貫井南町３丁目（１・２番を除く）
分団長

橋田　数彦

第五分第五分団団

担当区域 本町１丁目８～10・15～20番、本町２～６丁目
分団長

川又　健次

第一分第一分団団

担当区域 前原町、貫井南町１･２･４･５丁目、３丁目１･２番
分団長
益田　健

第四分第四分団団

担当区域 東町、中町、本町１丁目１～７・11～14番
分団長

髙𣘺　雅人

第三分第三分団団

担当区域 関野町、梶野町、緑町
分団長

船田　知孝

第二分第二分団団


